
 

図書館通信 伊勢高図書館 20２０.４ 

今月の図書館通信は３月号にひきつづき特別編集版をお届けします。テーマは「今だから読みたい本＆Ｗｅｂで学びを深める方法」です。 

なお、４月号でお知らせを予定していた内容は５月号に掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

→ 図書委員さんへ 
●当番決めのプリントを担任の先生からすでに受け取っている人で、未提出の

人は、５月７日に図書館まで提出をお願いします。プリントを受け取っていない

人は、５月７日以降にプリントを受け取りしだい提出をお願いします。 

●当番決めのプリントを全体へ配布できていないため、当番表の配布が遅れ

ます。当番表に、カウンター当番や掃除当番のスケジュールを書きますので、

それに従って各自で図書館まで来るようにしてください。 

●全体を集めておこなう図書委員会は現時点では予定していません。 

今だから読みたい本 

司書はとりあえずコレ↓読んでみた！ 

→『ペスト』 カミュ 新潮社（新潮文庫）、７５０円 

仏領アルジェリアのオラン市でペスト（伝染病）が発生。封鎖され外部と遮断された街で、医師リウ

ーをはじめとする登場人物の人間模様が交差する。疫病に直面したとき人間はどう振る舞うの

かを描くノーベル賞作家カミュの代表作。ちなみにこれは架空の物語ですが、今の状況で読むと

「これって今やん・・・」と思わされる場面が次々現れて、怖いけど先が気になって一気読みしまし

た（文庫本なのですぐ読めます）。そのちょっと前に「コンテイジョン」（マット・デイモン主演）とい

う映画のＤＶＤも観たのですが、こちらは「まさに・・・今！」を予言したかのような内容でした（医療

者と科学者が監修）。今の状況に通じるフィクションに接することで、自分の振る舞いを客観視す

る効果と、現実的な対策を冷静に考える知恵が得られるといいなと思っておすすめします。 

もっと読みたい人はこちら↓をチェック！ 

→「各界の読み手がセレクト 

こんな時代だからこそ読みたいコロナブルーを乗り越える本」 

（集英社インターナショナル特設サイト） https://www.shueisha-int.co.jp/coronablue 

図書館通信３月号で紹介した、内田樹氏（ちなみにおすすめは『ペスト』↑でした！）のほか、作家・

研究者・翻訳家などが「今、読んでおくべき！」という本を紹介する特設サイトです。単なる本の

紹介ではなく、それぞれがコロナ禍についてどう考えているかをつづったブックエッセイで、読

み物としても読み応えがあります。 

文学はもちろん、歴史、医学、ノンフィクション、コミック、釣りの本まで幅広いジャンルから選ばれ

ているので気になる本が見つかるかも。出版社により随時更新中なので時々チェックしてみて。 

 

Ｗｅｂで学びを深める方法 

→Loyal Books: 7000+ Free Audio Books & eBook 

Downloads       http://www.loyalbooks.com/ 

著作権切れの世界名作文学が英語をはじめあらゆる外国語で無料で

読める（電子書籍ダウンロード）＆聞ける（オーディオブックダウンロー

ド）サイトです。無料アプリをスマホに入れておくと、洋書のリーディング

＆リスニングがいつでもどこでもできて便利です。 

→楽園はこちら側 https://georgebest1969.typepad.jp/blog/ 

神戸大学医学研究科感染症内科教授の岩田健太郎氏によるブログ。 

感染症の専門家の意見をリアルタイムで読むことができます。 

 


